
紹

介

千
葉
市
(
発
行
)

『
政
令
指
定
都
市
へ
の
あ
ゆ
み
』

(
B
5
判
?
検
知
総
/
カ
ラ

i
写
真
六
頁
十
本
文
・
資
料
四
五
九
支
/
一
平
成
五
年
一
一
一
月
/
第

法
規
(
印
榔
)
/
非
売
品

栗

本

円

U
4

不自

雅
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は

じ

め

に

地
方
自
治
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
常
に
古
く
て
新
し
い
側
面
そ
有
し
、
か
つ
多
種
多
様
で
あ
る
。
昨
今
は
数
あ
る
地
方
分
権
の
掛
け
声
の
な
か
で

も
、
と
り
わ
け
、
都
市
の
権
限
を
現
在
よ
り

層
拡
大
充
実
さ
せ
る
べ
し
、
と
の
主
張
・
提
案
が
口
対
立
つ
。
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
(
第
一
一
一

次
行
サ
m
T怒
)
の
い
う
「
地
方
分
権
特
例
制
度
(
い
わ
ゆ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
)

や
第
二
三
次
地
方
制
度
龍
査
会
の
い
う
「
地
域
中
核
都
市
構
想
」
、

さ
ら
に
建
設
、
自
治
、
関
土
等
中
ハ
省
庁
の
共
詞
提
案
に
な
る
一
平
成
路
年
六
月
法
律
七
六
号
内
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の

中
の
「
地
方
拠
点
都
市
構
想
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
当
異
な
る
思
議
が
見
え
揺
れ
は
す
る
が
、
、
乏
な
と
こ
ろ

一
得
記
霞
の
促
進

177 

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
都
市
の
権
限
の
拡
大
充
笑
と
い
う
点
で
、
地
方
向
主
的
法
上
裕
一
、
従
来
よ
り
認
め
ら
れ
て
き
て
笑
効
性
を
有
し
、
か
っ
評
価
の
高
い
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制
度
は
、
地
方
自
治
法
第
二
一
線
第
一

ろ
う
。
周
知
の
こ
の
制
度
は
、
詔
和
三

一
章
(
第
二
五
二
条
の
一
九
i
第
二
五
二
条
の
ニ

)
に
規
定
さ
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
政
令
指
定
都
市
制
度
で
あ

年
六
月
、

そ
れ
ま
で
の
特
別
市
制
度
論
争
を
宥
和
終
結
さ
せ
る
も
の
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
『
政
令
指
定
都
市
へ
の
あ
ゆ
み
』
と
題
す
る
常
一
荷
物
は
、
一
平
成
四
年
四
月

日
に
、
地
方
自
治
法
第
二
五

一
条
の
一
九
第
一
項

に
基
づ
き
、
わ
が
国
で
一
ニ
番
目
、

か
つ
現
時
点
で
の
最
も
新
し
い
政
令
指
定
都
市
と
な
っ
た
千
葉
市
が
、
そ
の
指
定
都
市
移
行
の
準
備
段
階
か

ら
移
行
終
了
後
ま
で
の
経
過
を
、
記
録
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
五
年
一
一
一
月
付
け
の
松
井
旭
市
長
の
巻
頭
文
「
ご
あ
い
さ
つ
」
に
よ

れ
ば
、
千
葉
市
は
、
「
大
正
一
O
年
一
月
一
白
の
市
制
施
行
以
来
、
県
都
と
し
て
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
と
し
て
発
展
を
し
、
ま
た
、
第
一

次
位
界
大
戦
で
中
心
市
街
地
の
七
割
を
消
失
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
の
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
と
英
知
を
結
集
し
、
消
費
都
市
か
ら
生
産
都
市

へ
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、
問
視
夜
で
は
人
口
八
四
万
人
を
援
す
る
大
都
市
へ
と
成
長
し
〔
:
:
:
、
〕
今
後
は
、
首
都
欝
の
東
側
に
位
援
す
る
大
都
市

と
し
て
、
さ
ら
な
る
飛
終
・
発
展
が
期
待
さ
れ
、
一
一

世
紀
初
頭
に
は
人
口
一
O
O
万
人
を
突
破
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
〔
:
:
:
、
今
回
の
〕

政
令
指
定
都
市
へ
の
移
行
を
機
に
、

さ
ら
な
る
市
民
福
祉
の
向
上
と
都
市
基
盤
慈
慌
の
一
層
の
充
実
に
努
め
る
所
存
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
書
一
一
真
に
よ
れ
ば
、
平
成
田
年
一
一
一
月
一
一
二
日
(
移
行
前
日
)
現
在
の
千
葉
市
の
人
自
そ
の
他
の
実
勢
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。
{
人

口
}
八
一
一
一
五
二
一
一
六
八
人
、
【
世
帯
数
}
二
九
二
、
四
四
二
、
〔
面
積
}
一
一
七
一
一
・
五
割
平
方
版
、
[
人
口
密
度
}
一
一
一
、
O
六
五
人
/
平
方
路

但
し
、
自
治
省
行
政
局
振
興
諜
(
編
集
)
内
全
密
市
町
村
婆
覧
(
平
成
問
年
版
こ
(
平
成
四
年
/
第
一
法
規
)
は
、
平
成
田
年
臨
月
一
日
(
移
行
当

日
)
現
在
に
お
け
る
千
葉
市
の
人
口
そ
の
他
の
実
勢
を
、
次
の
よ
う
に
示
す
。
{
人
口
}
八
一

{
面
積
〕
二
七
二
二
一
一
七
平
方
路
、
〔
人
口
密
度
}
一
一
一
、
O
一
一
一

0
・
0
八
人
/
平
方
峰
、
〔
産
業
別
就
業
人
口
}

一
一
一
O
一
一
一
人
、
{
世
帯
数
〕
二
九
一
一
一
、
九
O
三
、

一
次
・
:
七
、
七
O
六
人
(
二
・
二
%
)
、

一
次
:
・
九
九
、
六
七
O
人
(
一
一
八
・
O
%
)
、
一
一
一
次

四
八
、
一
一
一
九
八
人
(
六
九
・
八
%
)

な
お
、
比
絞
的
詳
細
に
、
間
勢
識
変
的
結
果
を
以
上
に
示
し
た
の
は
、
政
令
指
定
都
市
の
要
件
は
、
人
口
五
O
万
以
上
と
地
方
自
治
法
に
規
定

さ
れ
る
以
外
、
何
ら
具
体
的
な
も
の
が
見
い
だ
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
他
の
法
令
の
に
お
い
て
も
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
口
が
五
O
万
以
上
あ
れ

ば
、
指
定
都
市
に
な
れ
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
要
件
の
単
な
る
入
り
日
い
こ
と
、
後
の
紹
介
で
見
る
と
お
り
で
あ
る
。



の
構
成
と
内
容

こ
こ
で
、

の
構
成
と
内
容
を

管
し
て
お
く
。

「
政
令
指
定
都
市
へ
{
向
か
っ
て
」
、

て
」
、
第
剖
翠
「
政
令
指
定
都
市
移
行
決
定
」
、

の
計
六
章
に
加
え
、

本
警
は
、
第

「
政
令
指
定
都
市
へ
の
準
備
」
、

「
政
令
指
定
都
市
と
し
て
の
出
発
」
、
第
六
章

お
よ
び
「
政
令
指
定
都
市
移
行
関
係
年
表
」
か
ら
な
る
。

「
政
令
指
定
都
市
移
行
実
現
に
向
か
っ

な
大
都
市
づ
く
り
に
向
け
て
の
対

千葉市(発行)政令指定都市へのあゆみj

本

の
紹
介

設
は
、
千
葉
市
の
生
誕
か
ら
記
す
。
す
な
わ
ち
、
千
葉
市
は
、
「
市
判
明
町
村
制
(
明
治
二
二
年
間
口
湾
施
行
)
下
に
お
い
て
、
大
正

月
一
日
、
人
口
一
一
一
一
二
、
八
八
七
人
、
面
積
一
五
・
ニ
ニ
一
平
方
肢
を
も
っ
て
、
全
国
七
六
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
、
以
後
、
漸
次
、
市
域

の
拡
大
と
人
口
の
増
加
を
訪
中
ね
、
太
平
洋
戦
争
前
最
盛
期
の
昭
和
一
九
年
二
月
に
は
、
人
口
一
一

O
、
一
一
一
一
九
人
、
面
積
八
六
二
一
一
三
平
方
法
に
ま

で
及
ん
だ
。
そ
し
て
、
戦
後
も
周
辺
市
町
村
の
合
併
、
特
に
昭
和
一
一
一

0
年
代
後
半
か
ら
は
、
工
業
間
開
発
に
伴
う
住
宅
の
確
保
と
発
展
す
る
首
都
関

本
書
の
第

一
O
年

人
口
の
受
け
組
と
し
て
、
市
内
の
内
陸
部
・
臨
海
部
双
方
に
大
規
僕
団
地
が
造
成
さ
れ
、
大
型
住
宅
都
市
と
し
て
の
機
能
と
性
格
を
強
め
て
い
っ

た
。
よ
り
詳
絡
に
は
、
詔
和
一
一
一
五
年
の
国
勢
調
変
人
口
二
毘
て
六
一
五
人
が
、
問
問
四
五
年
の
陪
人
口
四
八
二
二
一
一
一
三
人
に
、
昭
和
服

O
年
の
霞

一
、
八
八
人
が
、
詞
五

O
年
の
陪
人
口
六
六
九
、
一
一
一
五
六
人
に
、
い
ず
れ
も
各
一

0
年
間
で
、
倍
増
し
続
け
る
状
況
に
あ
っ

口

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
政
令
指
定
都
市
へ
の
移
行
に
と
り
く
み
は
じ
め
た
の
は
、
具
体
的
に
は
昭
和
一
丸

O
年
六
月
の
市
議
会
一
般
質
問
に
お
け
る
市
長
答
弁

が
、
契
機
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
荒
木
和
成
市
長
は
、
千
葉
市
が
、
戦
後
、
消
費
都
市
か
ら
生
産
都
市
へ
変
貌
し
、
か
つ
設
都
東
京
か
ら
の
流
入
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人
口
の
増
大
に
よ
り
、
急
速
な
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
か
ら
す
る
と
、
昭
和
五
三
年
に
は
、
人
口
も
八

O
万
人
佼
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
当

時
、
既
に
政
令
指
定
都
市
と
な
っ
て
い
た
札
幌
、
川
崎
、
福
岡
の
各
市
も
、
人
口
が
七

O
万
人
近
く
に
な
っ
た
時
点
か
ら
政
令
指
定
都
市
に
と
り

く
ん
で
い
る
。
笑
閥
抗
ま
で
に
、
か
な
り
の
歳
月
が
必
要
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
が
、
そ
の
と
り
く
み
を
始
め
る
潮
時
で
あ
る
旨
、
答
弁
に
で
陳

述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
章
一
は
、
政
令
指
定
都
市
へ
の
準
俄
と
し
て
、
平
成
一
元
年
以
降
、
行
政
区
お
よ
び
区
役
所
の
設
詮
・
整
備
に
と
り
く
ん
だ
経
緯
を
中
心
と
す

る
記
述
で
あ
る
。
地
方
自
治
法
第
二
五
こ
条
の
ニ

O
第
一
項
は
、
政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
行
政
区
お
よ
び
区
役
所
の
設
置
・
怒
備
を
義
務
づ
け

て
い
る
が
、
千
葉
市
の
場
合
は
、
中
央
区
、
緑
一
以
一
(
俄
し
、
こ
れ
ら
の
名
称
は
後
臼
の
決
定
)
等
計
六
行
政
区
お
よ
び
区
役
所
の
設
置
・
整
備
を
行

っ
て
い
る
。

の
先
輩
指
定
都
市
が
例

外
な
く
設
誼
し
て
い
る
東
京
事
務
所
を
も
間
開
設
し
て
い
る
。
指
定
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
合
理
的
定
員
管
理
や
本
格
的
O
A
シ
ス
テ
ム
の
導
入
も
、

ま
た
、
昭
和
六
一
一

保
健
所
法
に
装
づ
く
全
国
で
一
一
一
二
番
目
の
保
健
所
設
置
と
な
り
、
平
成
ニ
年
に
は
、
既
に

検
討
さ
れ
始
め
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
、
市
民
へ
の

P
R
も
、
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
章
は
、
市
議
会
や
千
葉
県
、
そ
れ
に
自
治
省
吾
は
じ
め
と
す
る
毘
の
関
係
省
庁
と
の
折
衝
の
記
録
で
あ
る
。
昭
和
五

O
年
六
月
以
降
の
分

で
あ
る
が
、
平
成
一
一
一
年
一
一
一
月
に
は
、
市
議
会
と
し
て
の
政
令
指
定
都
市
笑
現
意
見
書
(
地
方
自
治
法
第
九
九
条
第
二
項
に
慕
づ
く
。
)
が
提
出
さ
れ
、

こ
れ
に
呼
応
し
て
県
議
会
も
、
同
年
六
月
、
同
趣
旨
の
意
見
掛
震
を
提
出
、
市
と
践
の
意
見
の

致
を
み
た
上
で
、
国
と
の
協
議
に
入
り
、
間
同
年

O
月
に
は
、
千
葉
市
の
翌
年
政
令
指
定
都
市
移
行
へ
の
閣
議
決
定
お
よ
び
政
令
の
改
正
公
布
が
、
な
さ
れ
て
い
る
旨
の
記
述
で
あ
る
。

第
四
章
は
、
千
葉
市
を
指
定
都
市
に
加
え
る
政
令
の
改
正
が
な
さ
れ
た
後
、
行
政
区
名
の
正
式
決
定
、
県
か
ら
の
委
譲
事
務
に
関
す
る
市
条
例

や
規
則
の
整
係
、
区
役
所
体
制
の
確
立
、
地
方
自
治
法
第
二
五
二
条
の
二

O
第
四
項
に
基
づ
く
区
選
挙
管
理
委
員
会
の
設
置
、
さ
ら
に
は
郵
便
番

る
さ
ま
ざ
ま
の
改
善
変
更
が
、
い
る
こ
と
の
説
明
で
あ
る
。

号
や

N
T
T
市
外
・
市
内
局
番
の
変
更
等
ま
で

れ

第
忍
叢
お
よ
び
第
六
章
は
、
平
成
田
年
臨
月
一
日
、
政
令
指
定
都
市
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
千
葉
市
が
、
既
に
吋
多
極
分
散
澄
国
土
形

成
促
進
法
』
に
基
づ
く
「
業
務
核
都
市
」
の
全
国
第
一
号
に
承
認
さ
れ
て
い
る
(
平
成
三
年
三
月
)
笑
績
等
も
潜
ま
え
、
さ
ら
に
新
た
な
大
都
市



(
人
口
一

O
O万
都
市
)
づ
く
り
に
向
け
、

そ
し
て
哀
の
地
方
自
治
実
現
を
巣
た
そ
う
と
す
る
姿
勢
を
、
多
数
の
図
表
を
交
え
、
解
説
し
て
い
る
。

特
に
、

一
節
は
、
自
治
省
や
県
の
間
関
係
者
、
お
よ
び
有
識
者
か
ら
の
千
葉
市
へ
の
メ
ツ
セ
!
ジ
が
、
出
品
川
二
七
一
災
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ

れ
、
政
令
指
定
都
市
実
現
の
な
か
み
を
知
る
上
で
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

「
資
料
一
編
」
お
よ
び
「
政
令
指
定
都
市
移
行
関
係
年
表
」
も
、
良
く
整
理
さ
れ
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

さ
れ
て
い
る
、
遠
藤
文
夫
・
東
海
大
学
教
授
と
中
村
瑞
夫
・
元
自
治
省
行
政
課
長
の
講
演
記
録
は
、
い
ず
れ
も
、
千
葉
市
が
、
指
定
都
市
移
行
へ
の

準
備
を
し
て
い
た
昭
和
六

O
年
か
ら
平
成
ニ
年
に
か
け
て
の
も
の
で
、
両
者
あ
わ
せ
て
計
一
一
一
六
頁
に
及
び
、
と
り
わ
け
や
村
氏
の
も
の
は
、
都
道

府
県
側
と
の
油
絵
執
か
ら
実
現
し
え
な
か
っ
た
特
別
清
制
度
は
も
と
よ
り
、
戦
前
か
ら
の
わ
が
簡
の
大
都
市
制
度
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
詳
紹
に
一
言

及
し
、
大
都
市
制
度
を
考
察
す
る
よ
で
、
参
考
に
な
る
点
が
少
な
く
な
い
。

に

市
?
に
掲
載

千葉市(発行)政令指定都市へのあゆみi

四

お

わ

り

に

認
け
足
的
に
、
本
書
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
の
意
義
を
最
後
に
記
し
て
、
結
び
と
し
た
い
。
地
方
自
治
法
上
の
政
令
指
定
都
市
制
度

は
、
そ
の
現
実
の
有
用
性
に
て
ら
し
、
法
制
度
上
の
規
定
が
き
わ
め
て
不
備
不
十
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
制
度
が
、
特
別
市
論
争
に
、
い
わ

ば
ケ
リ
を
つ
け
る
形
で
、
き
わ
め
て
政
治
的
妥
協
的
に
誕
生
し
た
こ
と
と
密
接
に
関
係
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
例
え
ば
あ
る
都
市
が
、
実
際
に
ど
の

よ
う
な
経
過
を
た
ど
り
、
政
令
指
定
都
市
へ
と
移
行
し
う
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
大
都
市
制
度
を
論
じ
、
か
つ
考
察
す
る
よ
で
必
婆
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
か
か
る
意
味
で
の
文
献
資
料
の
著
し
く
乏
し
い
現
在
、
本
書
の
窓
義
は
大
き
く
、
昨
今
の
地
方
分
権
・
新
都
市
論
争

に
も
資
す
る
点
少
な
く
な
い
と
忠
わ
れ
る
。

な
お
、
政
令
指
定
都
市
に
関
し
、
信
頼
す
べ
き
研
究
者
の
平
ず
に
な
る
最
新
の
文
献
と
し
て
、
山
内

吋
注
釈
地
方
自
治
法

夫
ほ

四
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五
二
二
災
以
下
(
成
田
頼
明
)
(
第

法
規
/
加
除
式
)
が
あ
る
。


